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第 ０ ９ － ０ ７ ３ 号 
２００９年４月３０日 

平成２１年３月期決算について 
ＡＮＡグループでは、本日４月３０日（木）、平成２１年３月期決算をとりまとめました。詳細は別添の

「決算短信」をご参照ください。 
 
１．平成２１年３月期の連結業績 
（１）連結経営成績（連結子会社７６社、持分法適用非連結子会社５社、持分法適用関連会社１９社） 
①概況 
 
・ 世界の金融資本市場の危機を契機に世界的な景気後退局面を迎える中で、急激なビジネ

ス需要の減退、個人消費の落ち込みなど、非常に厳しい経営環境となり、国内線国際線と

もに旅客数、収入ともに前期実績を下回りました。 
・ このような環境下、各種需要喚起策を展開するとともに、さらなるコスト削減の実行、需給

適合による運航の効率化を図りましたが、収入の下落を補うには至らず、大幅な減収減益

となりました。 
・ 以上のことから、営業利益、経常利益では黒字を確保しましたが、最終損益は赤字となり

ました。なお、未定としておりました１株あたりの配当金につきましては、１円を予定してお

ります。 

                                                      単位：億円（億円未満は切り捨て） 

【連結経営成績】 平成２１年３月期 平成２０年３月期 増減 前年 
同期比(%) 

営 業 収 入 １３，９２５ １４，８７８ ▲９５２ ９３．６ 
営 業 費 用 １３，８４９ １４，０３４ ▲１８４ ９８．７ 
営 業 利 益 ７５ ８４３ ▲７６８ ９．０ 
営 業 外 損 益 ▲ ７４ ▲２７８  ２０３ ――― 
経 常 利 益 ０ ５６５ ▲５６４ ０．２ 
特 別 損 益  ▲ ４５  ５８７ ▲６３２ ――― 

当期純利益または純損失 ▲ ４２ ６４１ ▲６８４ ――― 

 単位：億円（億円未満は切り捨て） 

平成２１年３月期 平成２０年３月期 増減 
【セグメント情報】 

売上高 営業利益 売上高 営業利益 売上高 営業利益 

航 空 運 送 事 業 １２，２９５ ４７ １３，０１６ ７７９ ▲７２１ ▲７３１ 
旅 行 事 業 １，８８７ ▲ ６ ２，１５３  １０ ▲２６６ ▲ １７ 
そ の 他 の 事 業 １，４８２ ３３ １，９８９ ５１ ▲５０７ ▲ １８ 
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②国内線旅客事業  
 

・ お求めやすい新運賃「乗継特割」、「乗継旅割」や、予約変更可能なＡＮＡカード会員限定

の「ビジネスきっぷ」の設定、「ＡＮＡ ＶＩＳＡ Ｓｕｉｃａカード｣の発行、｢ＡＮＡ マッタリ～ナ 

ホッコリ～ナ ＯＫＩＮＡＷＡ｣キャンペーンの展開など、競争力強化と需要喚起施策を展開し

ました。 
・ しかしながら、総需要が減退する中で、主要路線における競合他社や他交通機関との競争

が一層激化し、秋口以降には景気後退による需要の落ち込みが一層顕著になりました。 

（売上高の億円未満は切り捨て） 

【国内線旅客事業】 平成２１年３月期 平成２０年３月期 増減 前年 
同期比(%) 

売上高（億円） ６，９９３ ７，３９５ ▲  ４０１ ９４．６ 
旅客数（千人） ４２，７５３ ４５，５５７ ▲２，８０４ ９３．８ 
座席キロ（百万座席キロ） ５９，２２２ ６２，６５１ ▲３，４２９ ９４．５ 
旅客キロ（百万人キロ） ３７，５９６ ３９，９２８ ▲２，３３１ ９４．２ 
利用率（％） ６３．５ ６３．７ ▲  ０．２ ――― 

 

 

 

③国際線旅客事業  
 
・ 価格競争力の高い新運賃「スーパーエコ割」の設定、空席状況に応じて変動する運賃体系

の設定など、個人型旅行需要喚起を図るとともに、一部路線の休減便また機材の小型化

を緊急措置として行い、需給適合を一層強化し収支の改善に努めました。 
・ 一方で、四川大地震（５月）などによる中国線のプレジャー需要の落ち込み、ムンバイでの

テロ事件やバンコク空港閉鎖（１１月）など、秋口以降の世界的な景気後退局面も加わり、

非常に厳しい展開となりました。 

（売上高の億円未満は切り捨て） 

【国際線旅客事業】 平成２１年３月期 平成２０年３月期 増減 前年 
同期比(%) 

売上高（億円） ２，９１０ ３，１１５ ▲  ２０５ ９３．４ 
旅客数（千人） ４，４３２ ４，８２７ ▲  ３９４ ９１．８ 
座席キロ（百万座席キロ） ２７，９０５ ２８，２８５ ▲  ３８０ ９８．７ 
旅客キロ（百万人キロ） １９，３６１ ２１，２９１ ▲１，９３０ ９０．９ 
利用率（％） ６９．４ ７５．３ ▲  ５．９ ――― 
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④貨物事業 
 
・ 国内線では、「ゆうパック」の取り扱いを郵便から貨物に変更したことなどにより輸送重量

が増加しました。また、「昼割」、「ホリデー割」などオフピーク時間帯の需要喚起策を実施し

ました。 
・ 国際線では、アジア・中国発北米・欧州需要の積極的な取り込みを図り、輸送重量は前年

実績を上回りましたが、１１月以降は景気後退の影響により需要が減少、また競争激化か

ら単価が低下したことにより、売上高は前年を下回りました。 

（売上高の億円未満は切り捨て） 

【貨物事業】 平成２１年３月期 平成２０年３月期 増減 前年 
同期比(%) 

売上高（億円） ３３０ ３０５ ２５ １０８．３ 
輸送重量（千ﾄﾝ） ４７５ ４６３ １２ １０２．７ 国内線 
輸送量（百万ﾄﾝｷﾛ） ４６４ ４４４ ２０ １０４．４ 
売上高（億円） ６９０ ７２１ ▲３１ ９５．７ 
輸送重量（千ﾄﾝ） ３５４ ３３３ ２２ １０６．５ 国際線 
輸送量（百万ﾄﾝｷﾛ） １，６５３ １，６４５ ８ １００．５ 

 
 
（２）連結財政状態 
 
・ 資産については、燃油・為替のヘッジ取引に関する繰延税金資産が増加する一方で、流

動資産の有価証券などが減少し、前期末から２２３億円減少しました。 
・ 有利子負債については、リース債務は減少しましたが、新規借入金などにより、前期末か

ら１，２９３億円増加しました。 
・ 自己資本については、繰延ヘッジ損益が減少したため、前期末から１，３１０億円減少の３，

２１８億円、自己資本比率は１８．３％となりました。 

（金額の億円未満は切り捨て） 

【連結財政状態】 平成２１年３月期 平成２０年３月期 増減 

総資産（億円） １７，６１０ １７，８３３ ▲  ２２３ 
自己資本（億円） （注１） ３，２１８ ４，５２９ ▲１，３１０ 
自己資本比率（％） １８．３ ２５．４ ▲  ７．１ 
有利子負債残高（億円） （注２） ８，９７２ ７，６７８ １，２９３ 
Ｄ／Ｅレシオ（倍） （注３） ２．８ １．７ １．１ 
注１：自己資本は純資産合計から少数株主持分を控除しています。 

注２：有利子負債残高にはオフバランスリース負債は含みません。 

注３：D／E レシオ＝有利子負債残高÷自己資本 
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（３）連結キャッシュ・フローなどの状況 
 
・営業活動によるキャッシュ・フローは、税金など調整前当期純損失に、減価償却費や営業債権

債務の増減などの調整の結果、３９７億円の支出となりました。 
・投資活動によるキャッシュ・フローは、航空機関連の投資を行った結果、１，１１１億円の支出と

なりました。この結果、フリーキャッシュフローは１，５０９億円の支出となりました。 

・財務活動によるキャッシュ・フローは、借入金の返済を進める一方、新規の借入や社債発行な

どにより、１，１４５億円の収入となりました。 

単位：億円（億円未満は切り捨て） 

【連結キャッシュ・フローなど】 平成２１年３月期 平成２０年３月期 

営業活動によるキャッシュ・フロー ▲  ３９７ １，６５７ 

投資活動によるキャッシュ・フロー ▲１，１１１ ▲  ６９８ 

財務活動によるキャッシュ・フロー １，１４５ ▲  ８７３ 

現金および現金同等物期末残高 １，４３４ １，７９９ 

減価償却費 １，１２８ １，１６７ 

設備投資額 １，４５７ ３，５７７ 

 
 
２．平成２２年３月期の見通し 
 
・ 昨年秋口以降の世界的な不況が継続するとの見通しから、当社グループを取り巻く経営

環境はこれまでに経験したことのない大変厳しい環境になると認識しております。 
・ この厳しい環境を乗り切るための「２００９年度経営計画」を確実に実行し、２０１０年の首

都圏容量拡大という最大のビジネスチャンスに備えてまいります。 
・ 需要喚起を図る各種施策の実施とコスト削減の断行により、当期純利益での黒字確保を

見込みます。 
・ なお、配当につきましては、現時点では未定とさせていただきます。 

（配当金以外の億円未満は切り捨て） 

【平成２２年３月期見通し】 予  想 増  減 

営 業 収 入  （億円） １３，５００ ▲４２５ 

営 業 利 益  （億円） ３５０ ２７４ 

経 常 利 益  （億円） ５０ ４９ 

当期純利益  （億円） ３０ ７２ 

 
                                                     以上 


